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る
す
べ
り
）の
植
樹
を
行
い
、
百

余
年
の
母
校
の
歴
史
を
見
守
っ

て
来
た
風
景
が
再
現
さ
れ
ま
し

た
。

　

ク
ラ
ス
会
に
先
だ
ち
、
篭
原

前
校
長
、
山
本
校
長
ほ
か
関
係

者
が
出
席
し
て
記
念
碑
移
転
竣

工
祭
と
植
樹
式
が
盛
大
に
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。　
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と
し
て
、
工
業
立
国
日
本
を
支

え
る「
倉
工
生
」を
育
成
し
て
い

く
覚
悟
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
三
つ
の
教
育

目
標
を
掲
げ
ま
す
。
第
一
に
、

元
気
な
挨
拶
や
礼
儀
、
自
ら
を

律
す
る
自
律
の
精
神
の
涵
養
を

と
お
し
て
、
人
間
と
し
て
の
基

礎
・
基
本
、
社
会
人
と
し
て
の

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま

す
。
第
二
に
、
も
の
づ
く
り
を

中
心
と
し
た
工
業
の
専
門
的
技

術
・
技
能
の
指
導
を
と
お
し
て
、

工
業
人
と
し
て
の
基
礎
・
基
本
、

さ
ら
に
技
術
の
深
化
を
目
指
す

向
上
心
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

最
後
に
、
部
活
動
な
ど
を
と
お

し
て
、
健
全
で
た
く
ま
し
い
肉

体
と
精
神
、
自
ら
に
打
ち
勝
つ

克
己
心
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
。
礼
儀
正
し
く
、

覇
気
を
持
っ
て
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
の
育
成
、
そ
し
て

日
本
一
の
学
校
づ
く
り
に
邁
進

す
る
所
存
で
す
。

　
「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知

る
」。
今
年
は
学
校
創
立
百
十
年

の
記
念
す
べ
き
年
と
し
て
、
本

校
の
伝
統
で
あ
る
質
実
剛
健「
倉

工
健
児
」
の
精
神
を
継
承
し
つ

つ
、
新
た
な
伝
統
を
打
ち
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。
北
辰
会
の
皆

さ
ま
に
は
、
何
卒
こ
れ
か
ら
も

本
校
生
徒
並
び
に
職
員
を
温
か

く
、
時
に
は
厳
し
く
見
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
着
任
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
卒
業
生

一
九
一
名
の
入
会
式
が
、
二
月

二
十
七
日
母
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

森
一
政
（
昭
和
四
十
一
年
電

気
科
卒
）
北
辰
会
副
会
長
よ
り

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
卒
業
生
代
表
が
副
会
長

に
入
会
金
を
納
め
、
副
会
長
か

ら
は
会
員
名
簿
が
代
表
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
の
卒
業
生
総
数

は
、
二
〇
九
四
四
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
新
た
に
承
認

さ
れ
た
在
校
生
会
員
は
二
年
生

一
九
七
名
、
一
年
生
二
〇
〇

名
、
合
計
三
九
七
名
と
な
り
ま

し
た
。

校　

長

　

山　

本　

久　

信

平成21年度  北辰会総会
本年度の北辰会総会は下記の通り開催します。
今年は母校創立110周年記念事業に取り組みます。
会員諸氏の多くのご参加をお待ちしております。

◆日　時　　平成21年５月24日（日）
　　　　　　・受　付　14：00より
　　　　　　・総　会　15：00より
　　　　　　・懇親会　16：00より
◆場　所　　ウェルシティ小倉（九州厚生年金会館）
　　　　　　北九州市小倉北区大手町12-3
　　　　　　TEL　093-592-5401
◆会　費　　5,000円

※交通手段　JR小倉駅バスセンター「８番のりば」から
「100円周遊バス」に乗車。
（内回り）魚町・西小倉駅経由
（外回り）平和通り・医療センター経由}いずれも「厚生年金会館前」下車。

　

こ
の
度
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
、
四
十
一
年
間
の
教
職

生
活
に
区
切
り
を
つ
け
、
四

月
よ
り
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
六
八

年
（
昭
和
四
十
三
年
）
に
本
校

に
赴
任
以
来
三
十
二
年
間
在
職

し
、
住
み
慣
れ
た
小
倉
工
業
を

離
れ
田
川
で
六
年
間
、
そ
し
て

小
倉
工
業
高
校
に
戻
り
、
こ
の

二
年
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
北
辰
会
会
員
の
皆

様
始
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
勤

め
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

小
倉
工
業
高
校
在
校
中
は
、

二
度
の
甲
子
園
出
場
を
経
験

し
、
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
で

準
決
勝
ま
で
応
援
で
き
た
こ

と
は
今
で
も
素
晴
ら
し
い
思

い
出
で
す
。
今
、
思
い
起
こ

し
て
も
当
時
は
、
ほ
と
ん
ど

の
部
活
動
が
全
国
大
会
レ
ベ

ル
で
、
日
立
製
作
所
の
倉
田

主
税
会
長
、
ダ
イ
キ
ン
工
業

創
業
者
の
山
田
晁
社
長
も
ご

健
在
で
、
日
本
を
背
負
う
〝
倉

工
〞
と
い
う
自
負
の
も
と
で
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
校
で
教
職
の

身
に
就
き
、
あ
っ
と
い
う
間

の
四
十
一
年
間
で
し
た
が
、

こ
の
年
に
な
る
ま
で
母
校
の

生
徒
と
共
に
一
緒
に
生
活
で

き
た
こ
と
は
、
何
に
も
代
え

難
い
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

退
任
の
挨
拶
に
代
え
ま
し

て
先
輩
の
皆
様
に
ご
報
告
申

し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
本
校

生
徒
は
素
晴
ら
し
い
と
言
う

こ
と
で
す
。
今
年
創
立
百
十

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
本
校

に
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
校

訓
「
真
理
探
究
」「
質
実
剛
健
」

「
勤
労
努
力
」
の
も
と
、
先
輩

後
輩
の
け
じ
め
を
つ
け
、
挨

拶
を
き
ち
ん
と
や
り
、
威
風

堂
々
と
登
下
校
す
る
姿
は
、

全
国
に
自
慢
出
来
る
学
校
で

あ
り
、
母
校
生
徒
の
姿
で
あ

り
ま
す
。

　

巷
の
昨
今
の
教
育
に
対
し

ま
す
不
信
な
ど
本
校
に
は
ほ

ど
遠
い
話
で
あ
り
、
激
動
す

る
経
済
変
動
と
産
業
構
造
の

転
換
の
中
を
、
母
校
の
後
輩

は
、
先
生
方
の
熱
い
思
い
の

指
導
の
下
、
勉
学
と
部
活
動

や
も
の
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
自
信

を
持
っ
た
姿
を
見
る
と
き
、

毎
年
の
積
み
重
ね
を
百
十
年

続
け
て
い
る
本
校
は
本
当
に

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
偏
に

全
国
で
先
輩
諸
氏
が
母
校
後

輩
を
支
え
て
い
る
こ
と
の
積

み
重
ね
で
あ
り
ま
す
。
正
に

伝
統
と
は
こ
う
い
う
も
の
を

言
う
の
だ
な
ぁ
、
と
つ
く
づ

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

創
立
百
十
周
年
の
成
功
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
二
十
一

世
紀
を
背
負
う
倉
工
生
に
大

き
な
期
待
を
抱
き
、
母
校
を

思
う
先
輩
諸
氏
に
感
謝
申
し

上
げ
、
今
後
少
し
づ
つ
母
校

に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
退

任
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

昭
和
三
十
五
年
工
業
化
学
科

卒
の
皆
さ
ん
が
、
五
月
二
日
に

卒
業
五
十
年
を
記
念
し
て
恩
師

村
岡
忠
昭
先
生
を
囲
み
ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恩
師
と
教
え
子
の
絆

を
象
徴
す
る
鳴
海
教
諭
記
念
碑

の
復
元
と
、
母
校
創
立
当
時
の

篠
崎
の
旧
校
舎
そ
ば
に
植
え
ら

れ
て
い
た
八
重
桜
と
百
日
紅（
さ

北
辰
会
入
会
式

卒
業
生
191
名
入
会

本
校
創
立
ま
も
な
い
旧
校
舎

（
現
在
の
篠
崎
中
学
校
）
時
代
、

全
校
生
徒
百
五
十
名
中
、
他

県
、
他
地
域
か
ら
の
入
学
者

な
ど
通
学
が
困
難
な
生
徒
が

八
十
五
名
ほ
ど
で
、
寄
宿
舎
生

活
が
必
要
な
た
め
、
一
九
〇
二

年
（
明
治
三
十
五
年
）
に
寄
宿

舎
が
竣
工
し
た
。

　

そ
の
寄
宿
舎
で
は
、
当
時
舎

監
を
務
め
た
青
年
教
師
の
鳴
海

初
太
郎
先
生
と
生
徒
が
、
早
朝

よ
り
夜
遅
く
ま
で
起
居
を
共
に

し
、
互
い
に
深
い
信
頼
関
係
が

培
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
〇
四
年
（
明

治
三
十
七
年
）
鳴
海
教
諭
は
日

露
戦
争
に
召
集
さ
れ
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
た
。
訃
報
を
知
っ
た

生
徒
た
ち
は
、
兄
の
よ
う
に

慕
っ
た
鳴
海
先
生
の
人
柄
を
思

い
出
し
、
当
時
を
偲
び
悲
し
ん

だ
。
職
員
、
生
徒
で
追
悼
祭
を

行
い
、
機
械
科
棟
前
庭
に
あ
っ

た
池
の
縁
に
記
念
碑
を
建
立

し
、
八
重
桜
と
百
日
紅
を
植
え

た
。
い
つ
ま
で
も
鳴
海
先
生
へ

の
思
い
を
長
く
忘
れ
な
い
と
い

う
意
味
と
、
花
び
ら
が
豪
華
で

落
ち
に
く
い
八
重
桜
と
永
遠
の

気
持
ち
を
込
め
て
百
日
紅
を
選

ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
八
重
桜
と
百
日
紅
は
記

念
碑
と
共
に
校
舎
移
転
の
時
こ

の
白
萩
の
地
へ
移
さ
れ
た
が
、

一
〇
〇
年
を
越
え
る
歳
月
の
中

で
、
記
念
碑
の
み
が
本
校
に

残
っ
て
い
る
。

　

明
治
を
偲
ぶ
も
の
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
中
、
創
立

一
〇
〇
周
年
で
の
篠
崎
門
の
復

元
に
続
き
、
創
立
一
一
〇
周
年

を
機
に
鳴
海
教
諭
の
記
念
碑
と

植
樹
が
復
元
さ
れ
た
。

　

小
倉
工
業
高
校
の
恩
師
と
教

え
子
の
絆
の
強
さ
を
象
徴
す
る

記
念
碑
と
し
て
、
当
時
の
思
い

を
将
来
に
引
き
継
ぎ
た
い
。

（
平
成
二
十
一
年
五
月
二
日
）

　

前
任
の
篭
原
裕
明
校
長
先
生

が
退
職
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
本

年
四
月
に
八
幡
工
業
高
校
よ
り

着
任
い
た
し
ま
し
た
山
本
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
で
創
立
百
十

年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
小
倉
工
業
高
校
で
勤
務
で
き

ま
す
こ
と
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

凛
と
し
て
規
律
正
し
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
生
徒
た
ち
の
姿
を

見
る
に
つ
け
、
先
生
方
の
生
徒

に
対
す
る
深
い
愛
情
と
、
北
辰

会
の
皆
さ
ま
の
本
校
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
強
く
感
じ
た
次
第

で
す
。

　

現
在
、
北
九
州
地
区
工
業
高

校
の
学
科
再
編
は
三
年
目
を
迎

え
て
お
り
、
本
校
は
今
、
機
械

系（
機
械
科
・
電
子
機
械
科
）、

電
気
系（
電
気
科
・
電
子
科
）、

化
学
系（
工
業
化
学
科
）の
三
系

列
五
学
科
体
制
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
敢
え

て
こ
の
再
編
を
本
校
飛
躍
の
た

め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

も
の
づ
く
り
へ
の
夢
と
使
命
感

を
持
ち
、
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー

も
の
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り

　

そ
し
て
日
本
一
の
学
校
づ
く
り

前
校
長

　

篭　

原　

裕　

明

北
辰
会
会
員
の
皆
様
に
感
謝
！

鳴
海
教
諭
記
念
碑
を
復
元

昭
和
三
十
五
年
工
業
化
学
科
卒
業
五
十
年
記
念

鳴
海
初
太
郎
教
諭
記
念
碑

碑
文

移設前

記念碑



篭
原
先
生
退
職
祝
賀
会
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【
退
職
】

▽
篭
原　

裕
明
（
校
長
）

【
転
出
】

▽
平
野　

孝
幸
（
教
頭
）

　
　

福
岡
県
教
育
庁
へ

▽
宇
佐　

哲
治
（
理
科
）

　
　

小
倉
東
高
校
へ

▽
永
松　

真
弓
（
家
庭
）

　
　

小
倉
西
高
校
へ

▽
福
島　
　

毅
（
設
備
機
械
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
松
永　

佳
幸
（
設
備
機
械
）

　
　

県
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

▽
宮
﨑　

隆
司
（
電
気
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
三
浪　

芳
照
（
事
務
次
長
）

　
　

ひ
び
き
高
校
へ

▽
宮
﨑　
　

康
（
事
務
室
）

　
　

門
司
大
翔
館
高
校
へ

【
転
入
】

▽
山
本　

久
信
（
校
長
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
よ
り

▽
山
田　

晴
隆
（
教
頭
）

　
　

嘉
穂
総
合
高
校
よ
り

▽
神
崎　

昌
敏
（
数
学
）

　
　

小
倉
西
高
校
よ
り

▽
橋
本　

朋
子
（
家
庭
）

　
　

福
岡
高
校
よ
り

▽
桑
本　

雅
生
（
機
械
系
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
よ
り

▽
日
根
野　

朋
（
機
械
系
）

　
　

新
任
（
常
勤
講
師
）

▽
光
成　

智
子
（
電
気
系
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
よ
り

▽
福
来　

智
昭
（
電
気
系
）

　
　

新
任
（
実
習
助
手
）

▽
瀬
戸　

邦
博
（
事
務
次
長
）

　
　

ひ
び
き
高
校
よ
り

▽
伊
集
院　

彩
（
事
務
室
）

　
　

新
規
採
用

◇
昭
和
四
十
二
年
三
月　

小
倉

工
業
高
校
電
子
科
を
卒
業
。

　

一
年
間
の
会
社
勤
め
の
後

◇
昭
和
四
十
三
年
七
月　

小
倉

工
業
高
校
で
実
習
助
手
を
務

め
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
後
実
習
教
師
、
主
任
実

習
助
手
を
経
て
、

◇
平
成
七
年
四
月　

教
諭
と
な

る
。

　

平
成
十
一
年
に
行
わ
れ
た
母

校
創
立
百
周
年
記
念
事
業

で
は
北
辰
会
事
務
局
長
と

し
て
大
変
尽
力
さ
れ
る
。

◇
平
成
十
三
年
四
月　

福
岡

県
立
田
川
工
業
高
校
に
転
出

し
、
教
頭
に
就
任
。

　

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
総

合
型
産
業
高
校
設
立
準
備

室
長
と
し
て
計
画
立
案
に

か
か
わ
り
、

　

母
校
卒
業
生
で
も
あ
る
篭

原
裕
明
校
長
先
生
が
、
平
成

二
十
一
年
三
月
で
退
職
、
四
十
一

年
に
わ
た
る
教
職
を
退
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
祝
賀
会
が
、
平
成

二
十
一
年
三
月
二
十
二
日
小
倉

北
区
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
小
倉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

篭
原
先
生
ご
夫
妻
が
出
席
さ

れ
た
祝
賀
会
に
は
、
小
倉
工
業

同
窓
会・教
職
員・父
母
教
師
会
、

そ
し
て
篭
原
先
生
と
ご
縁
の
深

か
っ
た
各
界
関
係
者
の
方
々
が

多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
代
表
に
よ
る
祝
辞
に

続
い
て
、
記
念
品
お
よ
び
花
束

が
篭
原
先
生
ご
夫
妻
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

篭
原
先
生
か
ら
謝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
母
校
元
校
長
ご
三

方
が
祝
福
の
お
謡
い
を
吟
じ
ま

し
た
。

　

祝
宴
の
中
で
、
篭
原
先
生
の

様
子
を
折
に
ふ
れ
撮
っ
た
写
真

を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
が
映
写

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
先
生
の
娘

さ
ん
お
二
人
か
ら
、
先
生
に
送

ら
れ
ま
し
た
手
紙
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

宴
は
、
全
員
で
校
歌
斉
唱
、

そ
し
て
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
て
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
二
年
に
創
立
さ
れ

た
小
倉
工
業
高
校
は
、
平
成

十
一
年
に
百
周
年
を
迎
え
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会
が
一
体
と
な
っ

て
、
記
念
館
の
建
設
・
篠
崎
門

の
復
元
と
校
門
周
辺
の
整
備
等

の
大
事
業
を
推
進
し
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。

　

特
に
、
教
育
振
興
基
金
の
創

設
は
母
校
生
徒
の
就
学
支
援
、

も
の
づ
く
り
や
部
活
動
へ
の
支

援
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
そ
れ
か
ら
十
年

が
経
ち
、
今
年
百
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。百
余
年
の
永
き
に
亘
っ

て
日
本
の
産
業
発
展
に
尽
く
し

て
来
た
小
倉
工
業
の
輝
か
し
い

伝
統
と
実
績
を
こ
れ
か
ら
も
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

創
立
百
十
周
年
を
契
機
に
、

世
界
に
名
だ
た
る
学
校
と
し
て
、

二
十
一
世
紀
の
礎
を
築
き
、
日

本
の
産
業
を
担
う
工
業
技
術
者

と
し
て
母
校
生
徒
の
健
や
か
な

育
成
を
目
指
し
、
新
た
な
目
標

を
掲
げ
名
実
共
に
日
本
一
の
工

業
高
校
創
り
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
校
で
は
、
現
在
小
倉
工
業

高
校
が
中
心
と
な
っ
て
北
九
州

地
区
周
辺
の
工
業
高
校
と
の
交

流
を
深
め
、
も
の
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
の
合
同
で
の
合
宿
を
行

う
な
ど
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し

全
体
的
な
レ
ベ
ル
の
向
上
を
計

り
、
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
取
り

組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
交

流
の
場
と
し
て
は
、
母
校
の
先

輩
に
建
設
し
て
い
た
だ
い
た
北

辰
館
を
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、も
の
づ
く
り
と
ス
ポ
ー

ツ
の
北
九
州
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

北
辰
会
で
は
こ
の
度
、
福
岡

県
の
工
業
高
校
の
中
核
校
と
し

て
の
母
校
の
取
り
組
み
を
支
援

し
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
母
校

の
後
輩
が
豊
か
な
体
験
を
基
に

巣
立
つ
こ
と
を
願
い
、
建
設
以

来
四
十
年
が
経
つ
北
辰
館
を
有

篭
原
裕
明
先
生
の

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

教
職
員
の
異
動

　

山
田
晁
氏
（
明
治
四
十
年
機

械
科
卒
）
の
寄
付
に
よ
り
創
設

さ
れ
た
山
田
奨
学
会
は
、
昨
年

度
ま
で
に
四
百
数
十
名
の
生
徒

に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
今
の
金
融
情
勢
下
で
は
全
く

機
能
し
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
し
い
公
益
法
人

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成

二
十
五
年
十
一
月
ま
で
に
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
を
選
択
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
公
益
社
団
・
財
団
法
人
へ

の
移
行
申
請
。

二
、一
般
社
団
・
財
団
法
人
へ

の
移
行
申
請
。

三
、
解
散

一
、二
、
共
に
広
く
公
益
性
が

求
め
ら
れ
る
為
に
、
山
田
奨
学

会
の
現
状
で
は
、
存
続
は
不
可

能
に
近
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
解
散
す
る
方
向
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

解
散
後
は
山
田
奨
学
会
の
名

称
を
残
し
、
教
育
振
興
基
金
で

奨
学
制
度
を
存
続
し
て
、
山
田

晁
先
輩
の
意
志
を
生
か
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
健
全

な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎
は

年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
発
展
の
た
め

に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効
率

化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
ゆ
く

所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
創
立
百
十
周
年

記
念
事
業
、
校
内
教
育
環
境
整

備
遂
行
の
た
め
の
募
金
（
教
育

振
興
基
金
を
含
む
）
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
情
勢
が
大
変
厳
し
い

中
、
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
同
窓
諸
兄
姉
の
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
趣
意

書
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

◇
平
成
十
六
年
十
一
月　

福
岡

県
立
田
川
科
学
技
術
高
校
校

長
に
就
任
。

◇
平
成
十
九
年
四
月　

小
倉
工

業
高
校
に
転
任
し
、
校
長
に

就
任
。

　

山
口
大
大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
で
二
年
間
、
知
的

財
産
教
育
に
つ
い
て
学
び

修
士
号（
専
門
職
）を
得
る
。

◇
平
成
二
十
一
年
三
月　

退

職
。

特
許
庁
長
官
表
彰
さ
れ
る

　

こ
の
た
び
、
篭
原
裕
明
前
校

長
は
、
平
成
二
十
一
年
度
産
業

財
産
権
制
度
関
係
者
功
労
者
と

し
て
、
特
許
庁
長
官
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

産
業
財
産
権
制
度
の
普
及
促

進
お
よ
び
発
展
に
貢
献
が
あ
っ

た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
の
で

す
。

　

一
月
二
十
四
日
、
小
倉
北
区

の
北
九
州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

（
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
６
階
）
に

て
、
第
三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
よ
り
地
元
の
小
倉
北
区

に
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。
今

ま
で
よ
り
大
き
な
会
場
で
し
た

の
で
、
開
場
前
は
来
場
者
数
が

気
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
々
に
訪
れ
て
頂
き
、
三
回
目

を
迎
え
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
地
域
の
皆
様
に
定

着
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
披
露
し
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。
当
日
は
午
後
よ
り
雪
の
舞

う
空
模
様
で
し
た
が
、
会
場
内

は
部
員
の
熱
気
あ
る
演
奏
で
、

聴
衆
は
心
も
身
体
も
温
ま
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
第
四
回
目
を
同
場
所

で
行
う
予
定
で
す
。
同
窓
の
皆

様
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長　

　
　
　
　
　

小
屋
敷　

憲
治
）

母校創立百十周年記念事業計画決まる

山
田
奨
学
会
の

今
後
に
つ
い
て

吹
奏
楽
部

学
校
だ
よ
り

同
窓
会
会
費
納
入
お
よ
び

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業

募
金
の
お
願
い

110周年記念事業
○校旗製作
○校内教育環境整備
・多目的ホールおよび食堂の空調設備
・教室のメディア化（パソコン・テレビ）
・玄関前植え込みに記念オブジェ製作
○記念誌発行
　　　　※以上は学校・ＰＴＡ
○北辰館改修工事
・１階部分の改修
・２階、３階の浴室やトイレの改修
・外壁塗装や屋上防水工事
○グランドメインスタンド（スカイルーク建設）
○部活動用マイクロバス購入
　　　　※以上は北辰会

110周年記念行事
・５月１日 （金） 卒業生講話会
・５月24日 （日） 北辰会総会
・６月６日 （土） 福岡工業－小倉工業　野球定期戦
・７月11日 （土） 部活動関係者を激励する会
・７月下旬～８月上旬 国際交流　仁川機械工業高校訪問
・10月３日 （土） 体育祭
・10月５日 （月） 北辰会オープンゴルフ大会
・10月31日 （土） 記念式典　祝賀会
・12月12日 （土）、13日（日） 文化祭
・平成22年２月６日（土） 吹奏楽部演奏会

効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
修

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
情
勢
が
大
変
厳
し
い

中
、
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
別
紙
趣
意
書
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
同
窓
生
各
位
の
格
別
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

篭
原
先
生
退
職
祝
賀
会

『二十一世紀の礎を築き、

世界にはばたけ、倉工健児！』


